
平 成２２年 ７月５日 

地理空間情報産学官連携協議会 

共通的な基盤技術に関する研究開発ワーキンググループ 

 

地理空間情報の利活用に係わる「研究開発マップ」（第２次改訂版）を公表 

―「Ｇ空間社会（地理空間情報高度利用社会）」の実現へ向けて― 

 

 

 

 

「研究開発マップ」とは、地理空間情報の活用促進に向けた基盤技術として研究開発の重要性が

高い「共通基盤技術」を抽出し、期待される活用例とあわせて整理を行ったものです。地理空間情

報の活用例、活用例実現のために必要な関連技術を俯瞰することができます。昨年 6 月、地理空間

情報産学官連携協議会（※１）に設置された共通的な基盤技術に関する研究開発ワーキンググルー

プ（※２）は、産学官の連携による成果として、「研究開発マップ」（第１版）を公表しました。 

その後新たに、地理空間情報活用推進基本計画において記載のある「海洋分野」と「時刻利用分

野」の検討を加えるとともに、最新の技術動向等を踏まえた見直しを行い、第２次改訂版としてと

りまとめ、本日同協議会に報告いたしました（別紙参照）。 

同ワーキンググループでは、引き続き、研究開発マップのフォローアップを行い、地理空間情報

の利活用に関わる研究開発の効果的な推進に貢献していきます。 

なお、研究開発マップ（第２次改訂版）に関する報告書の全文および概要版は、下記のウェブサ

イトにて公表します。（地理空間情報産学官連携協議会 共通的な基盤技術に関する研究開発ワーキ

ンググループ： http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gis-sangakukan/wg/index.html） 

 

※１：「地理空間情報活用推進基本計画」（平成 20 年 4 月 15 日閣議決定）に基づき、地理空間情報

に係る課題認識と情報の産学官の間での共有を図り、もって、地理空間情報の効果的な活用

を推進することを目的に平成 20 年 10 月に設置されました。 

※２：地理空間情報の利活用に資する共通的な基盤技術に関する研究開発の情報交換等を目的に、

地理空間情報産学官連携協議会の下に設置されたワーキンググループです。 

（問い合わせ先） 

官幹事 〒305-0811 茨城県つくば市北郷１番 

国土交通省国土地理院企画部地理空間情報企画室長補佐    出口 智恵 TEL029-864-6256 

〒100-8970 東京都千代田区霞ヶ関３－１－１ 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付上席政策調査員    南部世紀夫 TEL03-3581-9261 

〒100-8918 東京都千代田区霞ヶ関２－１－３ 

国土交通省国土計画局参事官付地理空間情報活用推進官    藤原 啓志 TEL03-5253-8353 

学幹事 〒277-0882 千葉県柏市柏の葉５－１－５ (柏キャンパス) 

東京大学空間情報科学研究センター教授     柴崎 亮介 TEL04-7136-4290 

産幹事 〒102-0083 東京都千代田区麹町４－４－７ 

財団法人衛星測位利用推進センター連携協力推進本部本部長    吉田 富治 TEL03-5216-5457 

 

地理空間情報産学官連携協議会に設置された研究開発ＷＧは、今後の地理空間情報の活用促進

にとって、重要な技術を明らかにし、その研究開発の方向性を示す道標となるマップ（「研究開

発マップ」という）の改訂版（第２次）を公表します。



 

 

◆研究開発マップとは 

○社会的な課題解決を目指した地理空間情報の活用例として重要なものを俯瞰

できる 

○活用例実現のために地理空間情報技術が他の分野の技術等と連携してどの

ように貢献できるのかを明らかにできる 

○この連携の視点から見て共通基盤技術として重要な地理空間情報技術が明

らかにできる 

 

地理空間情報の「特徴的な活用例」を横軸、重要な地理空間情報技術である「共

通基盤技術」を縦軸にとり、活用例と技術の交差点の分布を示している（表 1）。 

共通基盤技術は、多くの活用例の実現に共通に必要とされる技術であると同時に

多くの利用者にさまざまなインパクトを与え、ビジネス拡大にもつながる技術でもあ

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１. 研究開発マップ（一部抜粋） 
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◆研究開発マップの作成内容と改訂部分 
地理空間情報の活用例と、地理空間情報の利活用に必要な技術分野を組み合

わせた表を作成し、それに基づき、今後重要と思われる活用例及び研究開発すべき

技術について、専門家・実務家へのヒアリング及びアンケートを実施し、重点的に研

究開発を促進すべき「共通基盤技術」（研究開発項目（7 分野））をリストアップした。 

併せて、「特徴的な活用例」の整理（11 例）も行い（表 2）、抽出した共通基盤技術

及び活用例の分布を「研究開発マップ」として整理した。 

第２次改訂版では、「海洋分野」と「時刻利用分野」の検討を加えるとともに、第１版

を見直し、追記あるいは修正すべき事項について改訂した。 
表 2. 「共通基盤技術」の抽出と「特徴的な活用例」の整理 

【縦軸】「共通基盤技術」の抽出（7 分野） 【横軸】分野ごとの「特徴的な活用例」のとりまとめ（11 例）

●測位、計測、センシング機能（測位、方位決定、マッピング、

地名辞典による GeoCoding、画像間の位置合わせ等を含む） 

○個人、世帯、コミュニティの総合的活動支援サービス 

●通信機能（無線、有線） ○災害、環境分野における活動支援サービス 

●時空間情報の検索・処理・分析技術・相互運用技術 ○IT 農林水産業支援サービス 

●状況理解とサービスの生成機能、インターフェース提供機能 ○建築･土木等におけるライフサイクル管理支援サービス 

●セキュリティ、認証、個人情報やプライバシー保護機能など ○人々の時空間流動特性に適合したマーケティングと広告サ

ービス 

●さまざまな実世界現象のシミュレーションとの連携・統合機能 ○人、モノのモビリティを支える総合サービス 

●位置や対象の表現・識別機能(アプリケーションを実現するに

あたり、対象となるヒト、モノ、イベント、場所などを記述し、識別

する方法) 

○新興感染症や食や水の汚染などから健康と命を守る総合

支援サービス 

 ○電子自治体による住民サービス向上と地域活性化の支援

サービス 

 ○観光・不動産開発等による地域活性化の支援サービス 

 ○排他的経済水域（EEZ）をカバーする海洋情報支援サービス

 ○高精度時刻同期支援サービス 

※下線部は第２次改訂版による追記部分 

【参考】 「共通基盤技術」と「特徴的な活用例」のイメージ（例）（第２次改訂版による追記部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※これらのイメージ図は基本的にはアンケート調査結果を基に、内容を理解しやすいように作成したものであるが、一部は今後の発展性も考慮した。 
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